
演題 「特別支援教育における
ウェルビーイングな授業づくり」

富山大学教育学部附属特別支援学校

令和７年度 中間報告会
研究テーマ

ウェルビーイングを実現する学校づくり（２年次）
～子どもたちのウェルビーイングを実現していくための授業づくり～

202５（令和７）年 ８/４(月) ９:１５-1２:０５

場 所 富山大学教育学部附属特別支援学校

目標９部会

b.日常生活の指導（高等部） 
単元名：余暇活動を深めよう
自分の「推し」について調べたり、グッズを作
成したりするなど推し活を通して興味のある余
暇活動を自分で選んで実践することで、家庭
や将来の余暇の充実につなげることを目指し
た取り組み。

a.特別活動（委員会活動）
単元名：全校児童生徒のために自分が

できることを考えよう
運動・給食委員会の「全校のみんながス
ポーツができるようになってほしい」という願い
を叶えていくための取り組み。

学校・家庭・地域の連携・協働の推進による
地域の教育力の向上

c.総合的な学習の時間（中学部）
単元名：世界の文化を発見しよう
外国の料理や衣服、祭りを調べる中で、異文
化への理解を深め、身近な暮らしにある世界
とのつながりに気付き、主体的にまとめたり、
発表したりする姿を目指す取り組み。

参加費無料

目標２、６部会

a.生活単元学習（小学部）
単元名：友達と一緒にゲームをしよう
児童が楽しめるゲームを通して、互いに

楽しく、心地よく関わり合いながら、ゲー
ムのルールや集団での約束を守って友達と
協力して活動に取り組む姿を目指す取り組
み。

b.自立活動（小学部）
単元名：「ふわふわことば」名人になろう
「ふわふわことば」を使ったロールプレイや、

相手の気持ちや状況を推察する活動を通して、
お互いが相手の気持ちを考えながら関わり合
う姿を目指す取り組み。

豊かな心の育成、主体的に社会の形成に
参画する態度の育成・規範意識の醸成

c.自立活動（小学部）
単元名：友達と一緒に活動しよう
友達と協力して取り組むゲーム活動を通し

て、友達との適切な関わり方を学びながら、友
達と一緒に活動する喜びを感じる姿を目指す
取り組み。

●研究部会

目標１部会

確かな学力の育成、幅広い知識と教養・
専門的能力・職業実践力の育成

参集のみ

１４：００
全体会

１４：４５
ポスター発表①

１５：１５
ポスター発表②

１５：５０
講 演

１７：００終了

ウェルビーイングを実現する学校づくり 島根県立大学人間文化学部

西村 健一 教授

校長挨拶 ・ 来賓紹介 ・ 激励の言葉 ・ 研究概要※

目標３部会 目標１１部会 目標１２部会

書籍
販売

１３：４５ 受付

a.DC教育体系表グループ

b.外部専門家連携グループ
c.豊かな心身の育成グループ

b.ICT、生成AIグループ

a.食育グループ a.生単系統性グループ

b.国語算数（数学）グループ

※c.校務DXについては、
研究概要説明で報告します。

※c.教員wellbeingについては、 
研究概要説明で報告します。

文部科学省が策定した「第4期教育振興基本計画」では、日本社会に根差した「調和と協調」に基づくウェルビー
イングを、教育を通じて向上させていくことの重要性が明記されています。特に、これからの社会を生きる児童生徒
や教師にとって、ウェルビーイングは極めて重要なキーワードであり、子どもたちのウェルビーイングを高めるために
は、教師をはじめとする学校全体のウェルビーイングが不可欠であるとされています。
昨年度は、教育振興基本計画で示された１６の目標を参考に、３つのテーマを設定し、教職員が自ら研究したい
テーマを選び、授業や事例検討等を通して研究実践に取り組みました。実現したい子どものウェルビーイングな姿を
明確化して実践を進めることで、子どもたちのウェルビーイングにつながる成果を得ることができました。
研究2年次にあたる本年度は、教育振興基本計画の目標の中から、さらに3つのテーマを設定し、それぞれの目標
に向けて、子どもを中心に置いた授業の実現を目指し、子どものウェルビーイングを高めるための目標、学習内容の
設定や支援の有り方の工夫を模索しながら授業づくりに取り組んでいます。中間報告会では、これまでの実践の経
過についてご報告させていただきます。

・参加人数制限はありません。
参
加
申
込

申込受付期限 ８月１日（ ）

・左記のQRコードから申込をしてください。

●講師

高知大学教育学部

西村 健一 教授

第4期教育振興基本計画（文部科学省）の中で、「日本社会に根差した「調和と協調」に基づくウェルビーイングを教育
を通じて向上させていくことが求められており、子供たちのウェルビーイングを高めるためには教師をはじめとする学校全
体のウェルビーイングが重要」であると明記され、ウェルビーイングは、これからの社会を生きる児童生徒や教師にとって
重要なキーワードとなっています。
本研究会では、第４期教育振興基本計画の１６の目標より、本校の現状から優先して実践すべき３つのテーマを設定し、
知的障害のある 児童生徒の日本社会に根差したウェルビーイングの向上を目指して実践した事例についてポスター
発表等を通じて報告させていただきます。

b.生活単元学習（中学部）
単元名：修学旅行について調べて計画

を立てよう
修学旅行の行先について調べ、活動内容
や行程などを友達と相談しながら、主体的に
計画を立てる学習を通して、将来の余暇活
動の広がりを目指す取り組み。

a.国語（高等部）
単元名：聞いて書こう～連絡や注文を

 聞いてメモを取ろう～
就労を想定した場面で、要旨を捉えて話を
聞きとったり、正確にメモに書き留めたりする
力の向上を目指す取り組み。

c.情報（高等部）
単元名：プレゼンテーションをしよう
プレゼンテーションソフトやインターネットを
使った活動を通して、様々なソフトウェアに関
心をもち、主体的に情報社会に関わる姿を
目指した取り組み。



●プログラム

●申込方法

【問い合わせ】
富山大学教育学部附属特別支援学校 〒９３０－８５５６ 富山県富山市五艘１３００ 担当：教頭（脊戸）
TEL（０７６）４４５－２８０９ FAX（０７６）４４５－２８１１ mail：fzksnes@edu.u-toyama.ac.jp

９：１５
開会

９：35
実践発表 １５：１５

ポスター発表②

１５：５０
講 演

１2：0０終了

演題 「特別支援教育における
ウェルビーイングな授業づくり」 高知大学教育学部

西村 健一 教授

校長挨拶・講師紹介・研究概要説明

目標    １部会：  ・国語（高等部）聞いて書こう～連絡や注文を聞いてメモを取ろう～
     ・生活単元学習（中学部）修学旅行について調べて計画を立てよう
     ・情報（高等部）プレゼンテーションをしよう

目標１１部会

目標１２部会

書籍
販売

９：００ 受付

a.DC教育体系表グループ

b.外部専門家連携グループ
c.豊かな心身の育成グループ

b.ICT、生成AIグループ

a.食育グループ

a.生単系統性グループ

b.国語算数（数学）グループ

※c.校務DXについては、
研究概要説明で報告します。

※c.教員wellbeingについては、 
研究概要説明で報告します。

申込受付期限 ７月 ２５日（金）

・左の二次元コードから、必要事項を入力し、申込をしてください。
・申込が確認できましたら「参加申込確認メール」を送信させていただき
ます。
・参加人数に制限はありません。

R7年度公開教育研究会について
【期 日】 令和７年１２月１２日（金）
【実施方法】 参集
【会 場】 富山大学教育学部附属特別支援学校
【内 容】 ■ 研究概要

    ■ 公開授業
         ■  ポスター発表
         ■  分科会
         ■  講演 演題 「 未定 」

講師 高知大学 教育学部 教授 西村 健一 先生

※特知研の会員は無料です。

●お知らせ

目標2、6部会：  ・生活単元学習（小学部）友達と一緒にゲームをしよう
   ・自立活動（小学部）「ふわふわことば」名人になろう

   ・自立活動（小学部）友達と一緒に活動しよう

目標    ９部会： ・特別活動（委員会活動） 全校児童生徒のために自分ができることを考えよう
   ・日常生活の指導（高等部） 余暇活動を深めよう
   ・総合的な学習の時間（中学部） 世界の文化を発見しよう

１1：0０
全体講評

講演

１２：０５
閉会

事務連絡
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